
時刻 発 受 内容
12:05 集合。全員ミーティング。
12:15 大垣 災害対策本部長（住吉区長）に挨拶

保健福祉本部に登録
保健師3名と医師１名とJRAT９名大領小学校に出発
大領小の情報がなく、アセスメントに出発

12:40 大垣 尾立 状況報告。

12:50 大垣 尾立
ラインでの連絡を府庁・区役所・避難所それぞれ発信者を一本化して
はどうかの相談
大領小９名現地到着

大垣 冨岡 状況報告。

13:00
全体ミーテイング：状況がわからない大領小学校に保健師がアセスメ
ント　各支援隊は区役所にて待機中

大垣 尾立 ミーテイング結果を伝える。
13:15 大垣 尾立 昨日の情報でインフルエンザ４カ所、車中泊多数の避難所あり。

一部の避難所は３００名オーバー
後方支援の必要の可能性がありと伝える

大領小 区役所 アレルギー対応の粉ミルクの要請　→　対応　薬剤師会
どのアレルギーなのかを聞きなす　→　区内にアレルギー対応のミル
クの取り扱いなし

13:30 尾谷 大垣 大領小に４４世帯１０１名が避難している。アセスメントを継続中
大垣 尾立 大領小学校の情報提供

大領小から４チーム１５名マッサージ師協会への派遣要請あり。出発
避難者がつかれているとのこと。

13:40 医師会 大垣 東粉浜小、住吉小、手塚山学院、住吉武道館が高齢者多く、過密状態
大垣 尾立 過密状態で、アセスメントでJRATの応援隊の派遣要請

13:50 尾立 大垣 各施設に３名づつの増員可。情報共有。現地の避難所責任者確認。
区役所職
員

大垣
各避難所代表者　東粉浜小：西本　住吉小：山中、手塚山学院：小野、
住吉武道館：島田

大垣 尾立 避難所代表者の報告を行う

大垣 医師会
住吉区老人福祉センター障がい者４名いる。アセスをした方がよいか
を医師会の医師に相談。

大垣 尾立 JRAT派遣要請　老人福祉センター代表者：長尾

14:00 尾谷 大垣
大領小学校隊員が足りない。４４世帯１０４名３～４割に医学的支援必
要。明日以降３名増員要。

大垣 尾立 老人福祉センターへは明日朝派遣予定。
14:20 AMAT到着、大領小学校へ派遣予定。カウンターパートを確認

大垣 尾立 AMATとJRATが情報共有を現地で行うことの確認
大垣 尾谷 AMATのカウンターパートの確認、共有、現地隊での協働を要請

14:20 大垣 尾立 大領小学校、３名全員可。明日朝より活動開始
大垣 尾谷 明日より増員されることを報告。

避難所となっている体育館は暑く、冷房のついた教室が避難所となっ
ている。

14:30 冨岡 大垣 後続のJRATの宿泊施設を見つけるように指示
大垣 急性期 大阪府急性期総合医療センターに宿泊施設依頼→許可（仮想）
大垣 尾立 宿泊施設の報告

14:40 尾立 大垣 避難所の状況の変化がないかの確認　→　ない
14:55 大垣 尾谷 避難所の状況確認
15:00 訓練終了

区役所において、調整業務を今回の訓練では行った。当初はJRATのテーブルもなかったが、積極的に
区役所職員に避難所から上がって来る情報をあげ、徐々に区役所職員との連携を密に取ることができ
たのではないかと考える。
今回は訓練であるが、混乱期に区役所など現地の活動本部に当初よりJRATが調整役として入ることで
JRATとしての活動の幅が広がるのではないかと考える。
今後の課題としては、情報をどこまで府庁に上げるか、あるは降ろしてもらえるかである。今回は、情報
を上げるだけであり、府庁での活動が区役所からは全く分からない状態であった。情報の整理を行い、
縦の連携、横の連携を行い、被災地にとって良い活動になるよう研鑽していく必要がある。
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